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本日の内容

１ 病院概要

２．外国人対応に関する統計

３．外国人対応の取組

４．具体的な対応事例の紹介



1. 病院概要



広尾病院所在地



広尾病院の概要

所在地：東京都渋谷区恵比寿2-34-10
開設者：東京都知事
管理者：院長 田尻 康人
開設年月日：明治28年8月6日
病床数：医療法許可病床－426床（一般396・精神30）
診療科目：救命救急センター、救急診療科、血液内科、糖尿病内分泌科、消化
器内科、腎臓内科、脳神経内科、感染症内科、総合診療科、呼吸器科、循環器
科、神経科、小児科、外科、心臓血管外科、整形外科、リハビリテーション科、
脳神経外科、形成外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、
診療放射線科、歯科・口腔外科、麻酔科、内視鏡科、検査科・輸血科・病理診
断科
職員定数：医師－105人、医療技術員－94人、看護要員－419人、事務－37
人、その他－1人、計－656人、その他に非常勤職員・委託職員が勤務





広尾病院国際化の沿革

平成２７年８月 医療通訳拠点病院に認定（厚生労働省）

平成２８年３月 訪日外国人旅行者受入れ可能な医療機関に選定

（観光庁）

平成２８年７月 地域における外国人患者受入れ拠点病院に認定

（厚生労働省）

平成２９年３月 外国人受入れ医療機関認証制度（JMIP）認証

（日本医療教育財団）

令和２年2月 外国人受け入れ医療機関認証制度（JMIP）認証更新

（日本医療教育財団）



2. 外国人対応に関する統計



年度別１日平均外国人患者数

外来 救外 入院

平成３０年度 26.1 3.8 7.1

令和元年度 26.2 3.8 6.7

令和2年度 16.8 1.8 7.2

令和3年度 12.8 0.8 8.1

※外国人向け医療コーディネーターによる集計



対応言語

対象：延外来・延入院外国人患者（電子カルテデータより）

英語 中国語 ロシア語
ヒン

ディー語
ベトナム

語
タイ語 韓国語

フランス
語

日本語 不明 その他 計

令和3年度 人数 1,950 718 395 112 97 62 51 32 2,945 108 491 6,961

4月～3月 構成比 28.0% 10.3% 5.7% 1.6% 1.4% 0.9% 0.7% 0.5% 42.3% 1.6% 7.1% 100.0%

令和2年度 人数 2,902 600 427 11 68 43 28 63 2,833 347 291 7,613

4月～3月 構成比 38.1% 7.9% 5.6% 0.1% 0.9% 0.6% 0.4% 0.8% 37.2% 4.6% 3.8% 100.0%

増減 構成比
△

10.1%
2.4% 0.1% 1.5% 0.5% 0.3% 0.4% △ 0.4% 5.1% △ 3.0% 3.2%



上位10か国

対象：外来初診・新入院外国人患者（電子カルテデータより）

令和3年度 中国
フィリピ

ン
韓国 ネパール アメリカ ベトナム

インドネ
シア

インド フランス
スリラン

カ
その他 計

4月～3月 人数 239 95 82 61 55 51 44 41 28 27 407 1,130

構成比 21.2% 8.4% 7.3% 5.4% 4.9% 4.5% 3.9% 3.6% 2.5% 2.4% 36.0% 100.0%

令和2年度 人数 212 107 80 80 96 47 25 39 45 13 662 1,406

4月～3月 構成比 15.1% 7.6% 5.7% 5.7% 6.8% 3.3% 1.8% 2.8% 3.2% 0.9% 47.1% 100.0%

増減 構成比 6.1% 0.8% 1.6% △ 0.3% △ 2.0% 1.2% 2.1% 0.9% △ 0.7% 1.5%
△

11.1%

（参考）令和2年度上位 中国
フィリピ

ン
アメリカ ネパール 韓国

パキスタ
ン

ベトナム フランス インド イギリス その他 計

4月～3月 人数 212 107 96 80 80 55 47 45 39 39 606 1,406

構成比 15.1% 7.6% 6.8% 5.7% 5.7% 3.9% 3.3% 3.2% 2.8% 2.8% 43.1% 100.0%



国籍一覧
中国 アメリカ フィリピン 韓国 パキスタン フランス ネパール ロシア イギリス インド

オーストラ
リア

ベトナム
インドネシ

ア
スリランカ

1,734 832 792 458 359 357 293 265 255 237 195 200 200 177 

台湾 モンゴル ドイツ カナダ
ウズベキス

タン
ミャンマー タイ イタリア ブラジル イラン

バングラデ
シュ

スペイン ルーマニア ウクライナ

156 145 129 127 115 100 96 93 90 89 90 60 62 55 

シンガポー
ル

ペルー トルコ マレーシア オランダ
ニュージー
ランド

スイス イスラエル エジプト
カザフスタ

ン
アルゼンチ

ン
メキシコ チュニジア

スウェーデ
ン

53 51 49 43 37 37 36 35 36 34 33 32 32 31 

モロッコ カンボジア セネガル
アルジェリ

ア
サウジアラ

ビア
アイルラン

ド
コロンビア

ナイジェリ
ア

シリア 南アフリカ キューバ ポーランド ガーナ スーダン

30 29 29 28 28 27 27 27 25 22 22 21 20 20 

ギリシャ クロアチア ラオス
フィンラン

ド
ベルギー ジンバブエ

マダガスカ
ル

デンマーク ジャマイカ アルバニア
オーストリ

ア
スロバキア イラク レソト

19 20 17 16 15 13 13 13 11 11 11 10 10 10 

ポルトガル カメルーン
アフガニス

タン
ギニア マラウィ ノルウェー

アラブ首長
国連邦

レバノン ウガンダ
アゼルバイ
ジャン

キプロス リトアニア クウエート
ボスニアヘ
ルツェゴビ

10 10 17 10 8 8 8 8 8 7 7 7 6 6 

マリ セルビア チリ ハンガリー サモア ジョージア
コンゴ民主
共和国

キルギスタ
ン

コンゴ共和
国

ベナン カタール エチオピア ガンビア リビア

6 6 7 6 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 

モーリシャ
ス

ハイチ ベラルーシ アンゴラ ブルガリア タンザニア チェコ マルタ 南スーダン
パプア・
ニューギニ

ア
スロベニア

アイスラン
ド

アルメニア ヨルダン

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 

ブルネイ
コートジボ
アール

スワジラン
ド

エストニア モルディブ エクアドル ベネズエラ パナマ エリトリア コスタリカ キリバス
東ティモー

ル
ルワンダ トーゴ

2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 

ルクセンブ
ルク

ドミニカ共
和国

ホンジュラ
ス

ケニア パラオ オマーン ガイアナ その他国籍
不明・申告

拒否
総計 対象：H28.10～外来初診・新入院外国人患者累

計（国籍の電カル登録開始以降の累計データ）1 1 1 1 1 1 1 112 235 9,449 



令和３年度院内通訳実績

【件数と通訳内容上位】

英語： １４１３件 （令和２年度：１７７９件）

①診察補助（２８％）②受診援助（２５％）③看護業務（１5％）

中国語： １１１２件 （令和2年度：１１２９件）

①診察補助（４０％）②受診援助（２３％）③検査（１７％）

※院内通訳実績より



3. 外国人対応の取組



■外国人対応マニュアル（院内共通）

■院内通訳（英語・中国語）

■みえる通訳・ポケトーク・東京都救急通訳サービス等

■語学力の把握・院内サポートメンバー

■語学研修（英語）・多言語能力開発（東京都支援事業）

■学習会の実施

■ハード整備

取 組



外国人患者受入れ院内体制－対応部署－
 患者・地域サポートセンターにて外国人患者受入れ対応を実施

 事務部門（医事）、看護部門、薬剤部門など各科（課）組織横断的な体制

 週に１度のミーティングで対応状況を報告

院長
室長

(副院長)

副室長
(診療科部長)
(副看護部長)
(医事課長)

外国人向け医療コーディネーター(英語2)
院内通訳(英語４, 中国語３)

患者支援(MSW)

地域連携支援(事務)

病床管理(看護師)

入退院支援部門(看護師)

薬剤科(薬剤師)

※・院内通訳ミーティング：月に1度実施

・国際化対応委員会：３カ月に1度開催



４. 具体的な対応事例の紹介



●めまい（眩暈）

医師：vertigo（医学用語）

患者：dizziness

【対応・対策】患者が理解しやすいよう、

簡単な単語を使用し、できるだけ難しい用語は

使用しない。



●東南アジア人、母語のみの対応、ポケトークの翻訳精度が

低くコミュニケーションが

取れないと医師から相談あり

【対応・対策】母語がタイ語に近いことをインターネット

から情報収集、タイ語でのポケトークやみえる通訳を使用、

情報をスタッフ間で共有することで対応できた



●隣接県在住の欧米人、言語の問題で当院での

出産を希望し受診

【対応・対策】緊急時の妊婦と胎児の

安全面を考慮、居住地近辺の英語対応

可能な病院に医療連携を介し紹介受診



●在日アジア人－胆嚢炎で入院中と在日アジア人－尿管結

石で外来受診（両者とも国民健康保険加入あり）

【患者】治療費についての質問あり

【対応・対策】母国との物価の違いを理解する

【結果】両者ともその時点での侵襲的治療（手術/ステント

留置）は希望せず、保存的治療を受けた



●訪日欧米人、急性アルコール中毒で深夜帯にICU入院、

入院時の意識レベルJCSⅢ（刺激しても覚醒しない）

会計時に集中治療室代は払わないと訴えた

【対応・対策】その後は類似症例に対し院内通訳が介入し

状況を説明、入院費の概算を説明して

未払いを防止



●在日欧米人、腎盂腎炎で泌尿器科入院、

“症状が改善していない”と母が

ナースステーションにて大声で訴えた際、

医師と病棟看護師が対応を院内通訳に丸投げ

【対策】母が拒否されていると感じるため、チーム

（皆）で対応する、困難事例は複数の通訳で対応



●訪日欧米人、胃腸症状で夜間救急外来受診、

腸炎疑いで薬を処方され帰宅

【患者】診察後診断書を希望したが、

医師から“後で”と言われたため、

日中に電話で問い合わせ



【対応・対策】医療コーディネーターが医師と連携、

医師が翌日の朝までに診断書を作成、翌日9時に文書

受付で受渡した。診断書を含む文書作成は通常2週間

要すが、訪日外国人は滞在期間の

関係により可能な範囲で適宜対応



●訪日欧米人、院外心肺停止蘇生後、海外旅行者保険未加入

【対応・対策】保険について大使館に相談を促す

【転帰】死亡退院（死因：肺塞栓、

国際霊柩搬送業者の介入）

【対応・対策】死亡診断書の誤記載あり、

診断書再作成と原本差替え、会計時に

以前のトラブル事例を説明し未収金回避



●一般外来で受診予定だったが有症状（発熱・倦怠感・味覚

嗅覚の異常）あり、その場合救急外来にて診察、COVID-

19感染症の患者も同じフロアで診察することを説明

【対応・対策】本人が“自分はコロナではない”と救急外来

での診察を拒んだが、一般外来の他の患者を守る必要が

あることを説明し、理解・協力を得た



●金曜日に入院、月曜日に手術、

入院後麻酔科医師からのＩＣを予定

【患者】本人が入院は日曜と勘違い

【対応・結果】医師が調整し金曜日は

外来にて麻酔科ＩＣのみ、日曜入院



●アジア南西部からの避難民、妊婦、教育を受けていないため

母語の読み書き不可

【対応・対策】医療連携からコーディネーターに情報共有あり、

初回診察に同席し介入。定期受診の際は日本語⇔英語と英語

⇔母語の通訳2名を同伴、入院時は最低限必要な単語を母語

で録音し、それを再生してコミュニ

ケーションを取った



●訪日アジア人、80歳代女性、大腸がんの手術目的で入院、

中国語対応のみ、家族が通訳となり医師から術前食のため食事

制限がある説明を受けていた、入院後家族とともに無断外出、

外食して帰院

おいしいね！



【課題・対策】家族の通訳では病状が正しく伝わっていな

い。他国では家族や雇った家政婦・介護人等が食事を含め

身の回りの世話をすることがあり、文化的背景から無断で

外出・外食をした可能性がある。重要な検査の説明やＩＣ

を行う際は、第三者として客観的な視点から院内通訳が介

入することが望ましいことを院内で周知。



●60歳代アジア人男性、急性心筋梗塞後の重症心不全、補助

人工心臓の治療適応あり、対応言語は中国語のみ、家族が日本

語を話すため院内通訳介入は途中から

【課題】状態が悪化してからの通訳介入、人工呼吸器管理下で

意識レベル的・身体的に治療に対する本人の意志を確認する

ことが困難、本人が安楽死を希望、

中国語院内通訳（事務職）に精神的

負担あり



【対策】早期に通訳介入することで、意識レベルの良い

状態で本人の意志を確認。中国では本人に重篤な疾患の

告知をしないことがあるため、本人へのIC前に医師・家族

と方針について話し合う。

シビアな内容を通訳した院内

通訳に対し、同僚やコーディ

ネーターが精神的に支援する。



医療機関ごとに

体制が異なるため

それぞれに合わせた対応を

行っていきましょう



自分の知らない世界や

価値観があることを知り

相手に関心を持って

対応していきましょう！



ご視聴

ありがとうございました


